
 

今月の２５日（火）から後期人権旬間が始まります。ここでは、人権の大切さについ

て「デフリンピック」を題材に考えていきます。 

デフリンピックとは、英語で「耳がきこえない」という意味の「デフ（deaf）」とオ 

 

 

 

 

 

今年もあと数日を残すのみとなりました。今年２０２５年は昭和元年から数えてちょ

うど１００年目にあたります。この節目に、まずは１００年間を振り返ってみます。 

 （←左シートをもとに大まかに振り返る） 

                  皆さんは中学生ですので、今度は、昭和時代 

を「学校」という視点で観てみたいと思います。 

その時にちょうどいいのが、１年前に放映して 

いた「不適切にもほどがある！」というドラマ 

です。２０２４年の流行語大賞に「ふてほど」 

が選ばれたくらいですから、皆さんも知ってい

るのではないでしょうか。1986 年（昭和 61 年）から令和時代にタイムスリップした、葛

飾区立第六中学校の体育教師で野球部顧問でもある「小川市郎」が主人公です。ドラマ

の中では、小川市郎先生が勤めている学校の様子がしっかり描かれています。「地獄の

オガワ」の異名がつくほどの「スパルタ教育」でした。私自身も昭和の時代に中学校生

活を送りましたので、昭和の学校については実感をもって語ることができます。印象深

いのは校則の『男子は全員「五分刈り」』、部活では休憩時間に水を飲むことは許され

ないという、今では信じられないようなルールです。各家庭では、一家に一台の「黒電

話」がありました。夜など、友達に連絡がある場合には、電話番号を指で回します。電

話がつながると大概は電話に最初に出る大人に、名を名乗り、用件を説明し、代わって

もらう必要があります。電話の内容も周りに人がいることが前提でした。時代は進み、

2015 年（昭和 90 年 平成 22 年）には、スマホ普及率が５割に到達しました。スマホ普

及によるプラス面は大きいです。比較をすれば、とっても便利になりました。すぐに人

とつながり、すぐに必要な情報を得ることができます。しかし、スマホの使い方が過剰

であったり不適切であったりするような場合には、マイナス面も生じてしまうのです。

数年前に「スマホ脳」という本が話題になりました。この本によれば「スマホ依存症」

が心配されます。人類がこれまで体験したことのないようなストレスは、睡眠障害や集

中力の低下を招きます。当然、学習面や体力面への深刻な影響があります。視力の低下

も懸念されます。本校の「メディア利用時間は２時間以上が５割」という結果が、今年

９月に実施した「HQC 生活習慣改善プロジェクト」からわかります。他にも、「SNS トラ

ブル」も想定できますね。そして、「人間関係の希薄さ」という課題も浮き彫りになっ

てきます。これは、現代社会全体の大きな課題でもあります。令和の時代に、本当に必

要なものは「人と人とのつながり」なのだと思います。食事の時には、スマホを見てい

るのではなく家族等との会話を楽しむこと、友達と遊ぶ時には、ゲーム画面を見ている

だけというのも考えものです。この冬休み、スマホなどのメディアを意図的に遠ざけ、

「昭和」を感じるのもいいかもしれません。 

熊谷市立富士見中学校長 田沼良宣 

令和７年１２月２４日（水）後期前半終了集会 
 

昭和１００年の節目に 
 

 

 

 

 

 
 

後期前半の終了にあたり、文武両道の富士見中学校の活躍の様子を振り返る。 

〔学校行事〕校内音楽会・２年生の東京校外学習  

〔部活動等〕東日本ラグビー大会・関東駅伝大会・新人戦上位入賞・吹奏楽部やパソコ

ン部の活躍   他にも、生徒会専門委員会、日常の授業の様子など 



 


